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学ぶこと 習うこと 「はたらく
・ ・ ・ ・

」こと 
校長 加 賀    亨

１１月２３日は勤労感謝の日。「勤労をた

っとび、生産を祝い、国民が互いに感謝しあ

う日」として昭和２３年に国民の祝日として

定められました。それ以前は、新嘗祭（にい

なめさい）といい、その年にとれた新しい穀

物を（天の神、地の神）に供え、収穫の喜び

を祝い合う祭日でした。しかし、世の中は、

様々な仕事にたずさわる人々の尊い苦労や

努力のおかげで成り立っていることから，す

べての働く人々への感謝と元気で働けるこ

との喜びを合わせて祝い合う日になりまし

た。 

中学校では、この「働くということ」につ

いて様々な教育活動を通して、生徒に働きか

けています。キャリア教育ともいいます。キ

ャリア教育とは、子供たちが学ぶ意欲を高め、

職業人としての自分の進路を自分で決めて

いく力を養う教育のことです。 

この３年間、コロナ禍の影響で職場体験学

習を以前のように実施できていません。本来

ならば、様々な職場を実際に訪れて、仕事の

一部を体験し、働くことの苦労や喜びについ

て現場の大人から話を伺う貴重な体験の時

間なのですが…。こういった様々な学習を通

して、「働くこと」の意味についてその子な

りの「勤労観」つまり「はたらくことの意義」

を身に付けていくのが、中学校におけるキャ

リア学習です。 

私が教員になりたての頃、先輩の先生から

次の言葉を教わりました。“学ぶ”とは“ま

ねる”ことから始まり、“習う”とは“慣れ

る”ことから始まる。つまり、よい「学習」

を成立させるこつは、まねるべき「モデル」

と、慣れるべき「習慣」を子供たちに示すこ

とだ。 

大野中学校では、学校運営協議会（コミュ

ニティスクール）が設置され、「大野の子を

大野の大人が育てる」ことをモットーに活動

しています。温かく子供たちを見守りその成

長を後押ししてくれる地域の大人。子供の幸

せを願い毎日額に汗する保護者の皆様。身の

回りに、まねるべき大人の後ろ姿があるのは

大野の子供たちにとって幸せなことです。 

以前，私がお世話になった校長先生がこん

なコラムを書いていました。～働くとは「傍
はた

楽
らく

」こと、つまり，「はたらく」とは「周り

の人を楽にする」こと～。 

本校生徒が「モノやカネ」だけ第一主義で

はなく、「傍
はた

楽
らく

」ことに喜びを見出す人間味

あふれる人に成長していくことを楽しみに

しています。 

 令和４年度 重点教育目標 
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１２月の行事予定 
１日（木）二者・三者面談 ４時間授業 
２日（金）二者・三者面談 ４時間授業 
５日（月）３年生進路先意思確認決定書締切 
６日（火）専門委員会 
７日（水）願書の書き方確認 職員会議 
９日（金）定期テスト（３年芸体系） 

１２日（月）願書下書き点検 
１３日（火）３Ａ食育授業４ｈ 
１４日（水）３Ｂ食育授業４ｈ 願書清書持ち帰り 
１５日（木）マルメロ食育授業４ｈ 願書回収 
      推薦生徒・保護者認証式 
１６日（金）新入生保護者説明会 願書回収 
１９日（月）願書回収  
２０日（火）願書点検 
２１日（水）ＣＲＴ学力検査 願書点検 
２３日（金）２学期終業式  

北海道中学校バスケットボール大会（女子～２６日） 

２４日（土）冬季休業～１月１７日 

２７日（火）  

北海道中学生ソフトテニス選手権大会（団体、個人）～２８日 

１２月２９日（木）～１月３日（火） 学校閉庁日 

 

※ 行事予定につきましては、今日現在での予定で

す。今後、新型コロナウイルスの感染状況や年間

行事予定の組み替え等により、変更することもあ

ります。御了承ください。 

１１月８日（火）に生徒大会が開催されました。後
期の生徒会、専門委員会の活動計画について事前に学
級審議をして、質問内容や意見をまとめ、質疑応答、
意見交換を行いました。生徒会、各委員会共に学校生
活をより良くするための計画が承認されました。自分
たちの学校を、自分たちの手でより良く。これからに
期待します。 

１１月４日（金）に新入生体験入学を開催しまし
た。令和５年度に入学予定の島川小、萩野小、大野
小、市渡小の４校の６年生８４名が来校しました。 
生徒会長歓迎の挨拶の後、校舎見学と授業の参観

をしました。授業参観では各学級生徒から歓迎の言
葉と授業、中学校の特徴を話していました。 
加賀亨校長の挨拶では、来年度の入学を心待ちに

していることと、入学までの時間準備してほしいこ
と、入学してからの心構えが話されました。 
部活動紹介では各部が工夫を凝らし、競技や取組

の特徴や楽しさを伝えていました。 
最後の振り返りで６年生の感想では「入学するの

が楽しみ」「部活動をしてみたい」など中学校生活
への期待を話していました。 
新入生の皆さん、来年度の入学心待ちにしていま

す。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１１月５日（土）の土曜授業の日に、北斗ろう協会
の扇谷吉久会長をはじめ５名の会員を講師に招き全校
生徒参加で手話講座を開催しました。最初に音の聞こ
えない生活では、字幕がつくことや、ビデオ通話が普
及し便利になった面もありますが、緊急時の放送が聞
こえないなどの不安な面がまだあると説明してもらい
ました。手話は一つ一つに意味があり、豊かに表現で
きることを実際に実演しながら教えていただきまし
た。最後は、指文字を使いながら自己紹介に挑戦しま
した。生徒会長の髙木陽太君がその成果をみんなの前
で披露しました。 
北斗市手話条例制定を受けて、共生社会実現のため

自分たちができることを考えることを目的に実施して
います。これからも生徒自らが社会をより良くしたい
と思える教育活動を続けていきます。 

 

 
☆税についての作文コンクール  
税務署長賞 3年 B組 佐川 諒 

 
☆小さな親切作文コンクール 
 「小さな親切」運動函館支部・ 
支部長賞 3年 B組 伏見琴音 

 七飯町教育委員会 教育長賞 1年 B組 難波紗彩 
 
☆中学生作文コンクール 
 特別賞 北海道放送賞 2年 C組 酒井莉子 


